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integration （統合）と多級な disintegration（分裂）が交錯しております。 国家 ・

















































































































































































































































































































































































































域の諸言語， 2 新垣省の交努語， 3.甘粛省の
ゴトY カイキ



















































































































































マレーシア理科大学 LimChin Lam 数民（昭和1






(Bulletin of the Reseαrch Institute for Food 
Science, Kyoto University) J]IJ lit （写真）にH＂＼＇位
されている。平成3ゴ1・1～6月lこはノfスンダン大
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！~V, 11 ~名作教授
本’y：名件数民！日川 ・J:t.J'L:＇七は， 12) J 2 11逝去
さJ1,た。引イl"-90。
先生は，大1U21f'.3 fl ；；~部帝 11~ ｝.：＂j！：法学部を卒
業，1.,1:J-. "r：院生経て， l'-'Jl41F5 刀以内i情 llY ノ（ ~.f: JJ)J
数段，昭和凶作10月立命館大学教民，／1j9年 3J 
ボ占i1S情／ 1~大学以j教J乞／.tJlO年 3 月／..rj 教1"1 となり／1i]
21年3凡退日され， l司50イI'-1 ) J京郎大，、i




年 4J から3811三3)Jまで東京出立大学教段， ｜白1
38'<F-4 JJ から40年 3 片まで専修大学数日，／•i]401 Jて
4月から神奈川大学教段となり461'・ 3 凡退lfi~ され
たの
- 20一


































































































































































































荻 野 文 丸 ノレギは，そのうちたっ
た35！ζ過ぎなし、。残り
の65は何もしないで，常温の熱となって拾てら
れている。したがって，この35をもっと大きく
すればよL、。しかし，これは理論的には可能で
あるが，実際には，今までのかなりの努力の結果
の数字であることを考えると，余り大きなWH-.'f
は持てなし、。もう一つある。エネノレギ消質量を
減らすことである。簡単lζ言えば｜’1州市の運転
をやめなさいという ことである。これも理論的
lζは簡単にできるが，実際上は不可能に近し、。
以上，結論として，まったく希望がない訳で
はないが，二酸化炭素緋山並を減らすことはか
なり難しいということになる。テレビの番組に
はならなし、かも知れないが， 「術書」の原稿に
はなるでしょう。
（おぎのふみまる 工学部教授）
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